
四
六

下
に
敷
く
莞
娃
粉
純
を
三
章
一
に
す
る
と
と
で
、
緩
席
重
純
は
加
席
で
あ

ο
て
、
乙
の
席
の
童
数
に
間
関
係
は
な
い
。
然
る
に

熊
氏
は
郊
特
牲
の
孔
疏
に
引
い
て
あ
る
所
に
依
る
と
「
席
之
童
数
、
異
於
棺
也
、
三
重
止
三
席
也
」
と
い
っ
て
ゐ
る
が
、

ぞ
れ
な
ら
ば
と
の
二
種
の
席
で
三
重
で
あ
る
乙
と
を
如
何
に
説
明
し
よ
ベ
ノ
と
す
る
の
か
。
殊
に
前
症
の
穫
向
指
の
孔
琉
に
よ

れ
ば
、
熊
氏
の
設
を
引
い
て
「
能
…
氏
云
二
重
別
三
一
郎
也
」
と
あ
る
。
も
し
孔
琉
に
謀
、
が
な
い
と
す
れ
ば
、
能
…
氏
の
設
は
前

後
撞
着
し
た
議
論
で
揚
る
に
足
ら
ね
も
の
で
あ
る
。

以
上
論
じ
た
所
に
よ
り
て
、
天
子
の
席
五
重
も
同
援
に
下
に
敷
く
莞
娃
紛
絡
が
五
重
で
あ

ο
て
、
そ
の
上
に
縦
一
川
市
立
純

と
次
防
総
純
と
の
こ
穏
の
加
府
を
加
へ
る
乙
と
に
な
る
。
以
下
回
童
、
三
室
、
二
重
二
一
一
塁
も
皆
乙
れ
と
同
様
に
童
数
を
数

へ
、
加
席
の
数
は
二
種
の
時
も
一
一
様
の
時
も
あ
b
、
又
加
席
は
無
い
時
も
あ
る
が
、
出
の
章
一
致
に
は
猿
化
は
な
い
。
従
っ

て
席
は
加
…
加
を
含
め
る
と
天
子
の
持
は
五
重
七
一
郎
と
な
L

ジ
、
諸
伎
の
時
は
三
童
図
席
‘
大
夫
は
再
重
三
席
、
土
は
一
重
二

府
と
な
っ
て
、
之
を
五
重
五
席
、
三
章
一
三
席
、
二
重
二
席
、
二
車
二
席
と
考
へ
る
も
の
は
設
で
あ
る
心

(
経
)

易

字

致

1I兎

政

討E

理
由
如
何
と
い
ふ
と
と
に
な
る
と
必
ず
し
も
判
明
し
て
ゐ
な
い
。

引
が
が
書
物
の
名
で
あ
る
と
と
は
先
入
が
肢
に
幾
度
か
逮
べ
て
ゐ
る
所
で
一
年
は
れ
尚
一
事
支
で
あ
る
。
然
ら
ば
北
(
の
命
名
の

で
専
ら
波
文
を
あ
さ
っ
て
色
々
考
へ
て
み
た
報
告
が
本



文
で
あ
る
。

日
m
続
乾
弊
一
度
に
は

口
劫
一
名
市
ん
7u
三
義
、

Z
m
u
m
-也
、
媛

mm也
、
不
必
也
、
州
諸
一
時
、
詔
一
線
捌
間
銀
伝
説
警
に

此
の
訟
は
肢
に
郷
玄
が
共
の
易
焚
蹴
但
し

Z
…
誠
一
注
に
於
て
の
説
明
で
も
想
像
せ
ら
る
¥
如
く
繋
僻
停
中
の
文
子
一
要
約
し
て

得
た
も
の
と
忠
は
れ
る
。
日
訪
賛
に
臼
く

れ
針
之
お
名
也
二
一
一
一
一
口
而
函
三
義
、
簡
易
一
也
、
灘
易
二
也
、
不
易
三
也
、
故
繋
僻
云
、
乾
坤
共
同
M
m
之
総
邪
、
叉
日
易
之
門
戸
mm
、

又
日
夫
乾
確
然
一
不
人
目
弱
点
〈
、
夫
坤
政
然
一
不
人
街
突
、
易
別
日
夕
知
、
筒
別
日
が
従
、
氏
一
一
一
一
口
共
易
総
之
法
期
也
、
叉
日
立
(
魚
道
也
婁

濯
、
滋
動
不
応
、
局
流
六
歳
、
上
下
元
丸
山
山
、
剛
一
系
相
日
刻
、
不
可
魚
血
(
姿
、
唯
猿
所
也
、
此
一
一
一
一
日
従
時
経
易
出
入
移
動
者
也
、
又
日
天

季
地
卑
、
乾
坤
定
ム
犬
、
出
十
一
口
同
以
隊
、
支
妓
位
失
、
動
静
有
常
、
附
柔
肌
矧
・
突
、
此
言
張
設
布
列
不
必
者
也
、

氏
の
設
は
恐
ら
く
粋
舎
の
訟
を
書
い
た
鄭
玄
が
乾
態
度
の
設
を
縦
一
水
敷
街
し
た
も
の
と
忠
は
れ
る
、
が
そ
れ
は
兎
に
角
と
し

て
乾
態
度
の
設
の
紫
僻
停
に
源
を
符
て
ゐ
る
乙
と
を
設
す
る
も
の
と
一
一
一
一
ロ
ひ
得
よ
ラ
。
日
数
緯
及
日
現
賛
の
訟
は
鈴
程
妙
を
得
て

ゐ
だ
と
見
え
て
談
以
後
の
易
筆
者
に
も
乙
れ
に
賛
す
る
も
の
が
可
な

b
多
か
っ
た
ら
し
く
今
玉
的
山
房
韓
供
者
中
に
僅
か

に
・
存
す
る
諸
家
の
設
を
え
る
に
南
替
の
劉
獄
は

向
山
弱
者
認
生
々
之
徳
、
有
易
筒
之
義
、
不
易
者
、
一
一
一
一
日
天
地
定
位
不
可
初
日
如
、
遜
易
者
、
謂
生
々
之
道
務
部
相
綴
、
皆
以
緯
務
不
煩

不
擾
潜
治
不
矢
、
此
明
是
易
筒
之
義
必
一
…
怨
之
道
、
周
易
一
割
氏
義
疏
、

と
い
ひ
?
叉
阪
の
周
宏
正
は

岡
山
初
者
口
い
が
也
、
不
自
叙
也
、
幾
易
也
、
同
日
弱
者
日
現
代
之
名
、
凡
有
元
相
代
、
彼
此
相
易
、
皆
是
向
日
現
義
、
不
易
者
常
鐙
之
名
、
有
常
有
館
、

四
七



四
I¥.. 

元
常
元
態
、
既
定
不
易
之
義
、
麹
易
者
相
務
改
之
名
、
爾
有
初
刊
紙
焼
、
此
急
務
告
知
、
月
易
問
何
日
比
義
疏

と
い
っ
て
ゐ
る
。
実
の
外
崎
の
往
毅
撰
周
向
山
知
山
住
氏
注
に
も
都
議
と
同
設
が
出
て
ゐ
る
乙
と
は
周
易
正
義
序
の
語
る
所
に
よ

っ
て
窃
か
で
あ
る

J

邸
ち
此
等
は
符
れ
も
臼
勿
緯
及
向
日
勿
費
の
忠
実
な
る
傍
承
者
と
い
ひ
符
ょ
う
。
議
っ
て
此
等
所
論
の
越
と

も
稀
す
べ
き
乾
懇
度
の
設
を
検
討
す
る
の
で
あ
る
が
諮
競
で
も
一
一
一
一
戸
総
れ
た
如
く
易
に
易
筒
務
mm
の
義
と
共
に
務
mmFど
は

溺
立
す
べ
か
ら
ぎ
る
矛
震
概
愈
不
易
の
義
を
包
含
し
て
ゐ
る
と
す
る
の
は
あ
ま

b
に
も
論
理
を
無
読
し
た
的
合
的
設
切
で

あ
る

J

乾
懇
度
比
は
更
に
筆
を
進
め
て

mm
者
金
ハ
徳
也
、
光
明
白
遇
、
街
易
立
筒
、
天
以
繍
照
明
、
呂
月
日
間
反
、
布
設
張
列
、
ヴ
連
結
如
来
問
、
森
林
無
究
、
不
煩
不
援
、
港
治
不

失
、
氏
笠
(mm
也
、
幾
日
現
者
英
気
也
、
天
地
不
務
不
龍
遜
築
、
五
行
迭
絡
、
四
時
吏
媛
、
君
臣
取
象
、
持
使
節
棺
移
、
能
泊
者
息
、
必

尊
者
敗
、
氏
共
純
物
日
現
也
、
不
円
弱
者
界
、
役
也
、
天
在
上
、
地
在
下
、
君
南
語
、
区
北
西
、
父
坐
子
決
、
此
共
不
易
也
、
正
義
序
所

引
に
撮
る
。

共
の
文
勢
よ

b
考
へ
叉
鄭
玄
の
注
す
る
mm
よ
b
考
へ
る
も
更
に
局
mm
正
義
序
の
蓮
ぶ
る
所
よ
ム
ヲ
す
る
も
乙
れ
は
書
名
の
説

明
ξ

い
ム
よ
L

リ
は
寧
ろ
純
然
た
る
哲
接
税
と
い
ム
べ
き
で
あ
ら
う
。
部
ち
R
m
箆
の
設
は
宇
宙
の
本
慌
の
感
性
に
関
す
る
毅

速
で
あ
b
、
幾
易
不
易
の
'
説
は
宇
宙
の
現
象
界
の
叙
述
、
詳
一
一
一
目
す
れ
ば
天
地
自
然
の
訟
別
人
倫
の
規
範
に
関
す
る
紋
迷
で

あ
る
。
市
し
て
か
¥
る
哲
準
的
思
想
捜
系
を
註
ち
に
移
し
て
易
の
書
名
代
隙
脅
し
よ
ラ
と
試
み
る
か
ら
易
に
は
不
易
の
義

も
含
ん
で
ゐ
る
と
い
ふ
様
な
矛
盾
が
出
来
て
来
る
の
で
あ
る
。
蓋
し
易
と
不
日
仰
と
は
文
字
が
輿
へ
る
認
鐙
上
の
類
似
が
あ

る
か
ら
此
の
乙
と
も
亦
興
っ
て
絞
上
の
矛
盾
し
た
命
題
を
作
ム
リ
上
げ
る
原
因
と
な
っ
た
の
で
あ
ら
ラ
。
孔
縁
遠
は
此
の
矛

后
を
気
附
い
た
と
見
え
て
務
易
自
切
符
の
義
に
就
い
て
は
犬
。



夫
易
者
特
使
化
之
総
名
、
改
換
之
殊
料
、
白
天
地
問
側
、
陰
陽
運
行
、
袋
一
義
悲
来
、
日
月
支
出
、
学
茄
庶
類
、
亭
毒
翠
口
問
、
新
冷
不

停
、
生
々
相
総
、
英
非
資
料
唆
化
之
力
、
換
代
之
功
、
中
略
一
判
的
之
怨
易
、
取
縫
化
之
義
一
疋
今
、
主
戦
序
今
之
所
用
、
同
郷
康
成
等
、

口

Mm
者向日
m
也
、
一
耳
目
怨
難
易
之
一
昔
、
義
魚
簡
易
之
義
一
辺
ん
ザ
同
新

と
弘
一
削
じ
て
ゐ
る
け
れ
ど
も
不
易
の
義
代
就
い
て
は
明
確
な
主
ぎ
し
て

2
い

草

培

訪

日

の

出

法

当

時

以

、

仰

の
設
が
残
飲
し
た
の
か
も
知
れ
な

い
か
ら
暫
く
措
く
こ
と
に
す
る
。

更
に
宋
比
一
半
一
L

リ
耗
子
は
不
必
・
あ
簡
の
義
bn)
拘
汰
し
越
川
か
の
一
義
と
し
て
ゐ
る
。

向
日
針
縫
易
也
、
随
時
的
処
易
、
以
従
道
也
、
対
日
制
純
子
体
序
、

朱
子
も
亦
共
の
本
義
に

け
が
事
一
一
日
名
也
、
共
卦
本
伏
義
所
市
中
一
品
、
有
交
易
経
易
之
義
、
故
諮
之
易
、
径
一

と
い
っ
て
ゐ
る
。
切
の
辞
況
の
読
書
録
代

目
勿
有
滋
易
交
易
雨
儀
、
畿
日
勿
之
易
、
陰
陽
芸
夜
流
行
是
也
、
交
易
之
易
、
天
地
上
下
回
方
針
峠
日
正
也
、
集
注
裂
は
所
引
、

と
あ
b
、
と
れ
は
朱
子
の
設
を
敷
街
し
た
の
で
あ
る
、
が
要
す
る
に
流
行
交
錯
の
意
で
や
は
λ

ソ
越
化
の
二
様
相
と
忠
は
れ

る
汁
諮
精
先
生
も
交
易
は
陰
訪
の
お
待
、
空
間
的
縫
化
な

b
、
遊
間
劫
は
陰
間
腕
の
流
行
、
時
間
持
的
援
化
な
ら
と
申
哀
れ
た

が
確
に
卓
見
で
あ
る
と
忠
は
れ
る
。
日
勿
意
参
疑
に
よ
れ
ば
怒
按
易
之
三
義
註
疏
紛
ん
γ

、
至
朱
子
本
義
一
去
有
交
易
竣
易
之
義

故
諮
之
日
劫
)
市
共
義
始
定
、
集
注
一
政
投
一
例
引
J

と
あ
れ
ば
米
子
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
易
の
意
義
は
確
定
さ
れ
た
わ
け
で
あ

る
。
か
く
し
て
交
易
経
易
二
義
は
宇
宙
関
の
-
現
象
を
説
明
し
鈴
惑
な
し
と
す
る
も
直
ち
に
以
て
4
t

知
名
の
解
務
を
な
し
了
っ

た
と
す
る
と
と
は
早
計
で
あ
る
。
然
る
に
上
速
の
諸
設
は
皆
以
て
能
寡
終
れ

b
と
考
へ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
乙
れ
は
何

四
九
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放
で
あ
ら
ラ
か
》
此
庭
で
忍
び
出
さ
れ
る
の
は
作
易
起
、
訴
の
倖
設
的
信
仰
で
る
る
。

古
者
包
犠
氏
之
王
天
下
也
、
仰
別
観
象
於
天
、
依
刻
'
観
法
於
地
、
観
鳥
獣
之
文
奥
地
之
笠
、
近
取
諸
身
、
遠
取
諸
物
、
於
日
疋

始
作
八
卦
、
以
遜
一
神
明
之
徳
、
以
類
寓
物
之
清
一
瓦
々
繋
欝
下
、
護
詑
笠
一
識
に
も
同
様
の
記
事
見
!
ゅ
。

部
ち
向
め
は
支
那
文
化
の
繁
明
期
に
於
て
太
古
の
翠
入
包
，
核
兵
が
天
地
自
然
の
大
法
制
別
に
準
じ
て
製
作
し
た
も
の
で
宇
宙
開

の
現
象
と
易
と
は
密
接
不
離
な
関
係
を
有
し
て
ゐ
る
と
信
じ
ら
れ
て
ゐ
る
と
と
で
あ
る
。
此
の
信
仰
的
観
念
を
媒
介
と
し

て
は
じ
め
て
宇
宙
現
象
の
設
明
部
易
の
設
明
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
営
時
の
入
は
乙
れ
以
上
改
め
て
書
名
の
誘
拐
を
妥
し
・
な

か
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
米
子
は
易
摩
啓
蒙
に
於
て
所
謂
七
考
占
な
る
も
の
を
迷
ベ
て
居
b
占
笈
の
法
は
老
陰
老
陽
柏
崎
俊
ず

る
原
却
が
根
本
を
な
し
て
ゐ
る
乙
と
を
例
澄
し
だ
か
ら
口
い
か
の
名
は
務
易
の
意
な
b
左
の
設
は
と
の
労
詮
に
よ
っ
て
盆

E

有

力
と
な
っ
た
の
で
あ
ら
ラ
。
私
は
嘗
て
包
犠
室
卦
設
が
戟
閣
時
代
の
末
期
か
ら
漸
次
機
成
・
3
れ
漠
代
代
入
金
繋
鮮
停
に

よ
っ
て
始
め
て
一
記
録
遣
れ
た
も
の
で
、
界
、
の
要
素
は
宗
教
的
、
神
話
的
で
あ
b
突
の
ま
¥
直
ち
に
令
理
主
義
的
立
論
の
校

擦
と
な
す
乙
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
と
を
論
じ
た
。
吾
々
は
と
の
神
韻
潔
砂
た
る
倖
設
に
絶
縁
し
、
新
に
自
由
な
立
場
か

ら
日
到
の
経
文
を
眺
め
る
と

3
、
臼
初
、
が
特
に
天
地
自
然
の
大
理
訟
に
準
接
し
て
作
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
ふ
理
由
を
後
見
す

る
に
苦
し
ひ
の
で
あ
る

J

虚
心
に
観
察
す
れ
ば
経
文
自
身
の
諮
る
mm
は
支
那
上
代
人
の
素
朴
な
枇
合
生
活
の
赤
一
ア
、
な
断

片
に
す
ぎ
な
い
。
郭
沫
若
氏
は
昇
、
の
若
中
路
古
代
一
位
合
研
究
中
の
周
n
M
的
時
代
背
境
輿
精
一
利
生
産
に
於
い
て
具
に
と
の
事

を
論
じ
て
ゐ
る
。
象
象
侍
以
下
の
十
奨
に
は
勿
論
堂
々
た
る
活
撃
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
然
し
十
認
は
自
ら
乙
れ
十
契
で
原

始
的
形
態
の
mm
に
は
附
加
ヨ
れ
て
ゐ
な
い
と
と
は
波
家
出
土
の
向
い
仰
が
経
文
上
下
二
第
に
止
ま
る
と
と
に
よ
っ
て
も
想
像
3

れ
る
。
昆
つ
経
文
に
附
加
遣
れ
て
あ
る
六
十
四
卦
や
致
の
に
関
す
る
思
想
も
徐
人
工
白
い
も
の
1
y

に
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
何
と
な



れ
ば
卦
の
基
本
概
念
た
る
陰
陽
思
想
の
援
連
も
戦
闘
時
代
末
期
か
ら
で
あ
b
七
八
九
六
の
数
は
繋
僻
停
の
筆
法
を
外
に
し

て
は
考
へ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
乙
¥
に
於
て
向
日
m
を
滋
日
現
交
易
却
ち
宇
宙
現
象
の
根
本
法
則
の
意
を
寓
す

る
も
の
と
か
老
陰
老
陽
相
経
化
す
る
意
を
寓
す
る
占
設
く
解
務
は
甚
だ
根
嬢
あ
や
し
き
も
の
と
な
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。

抑
t

日m
は
も
と
し
内
径
の
書
で
あ
っ
て
共
の
儒
数
の
経
典
、
と
し
て
の
位
置
を
克
ち
得
だ
の
は
文
献
の
一
不
す
所
に
よ
れ
ば
漠
以

後
ら
し
い
。
し
か
も
六
経
の
主
位
代
置
か
れ
て
愈
に
重
要
減
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
は
後
漢
の
渓
書
婆
文
士
山
以
後
で
あ
る
。

占
笈
は
云
ム
問
で
も
衣
く
知
b
符
べ
か
ら
ま
る
未
来
の
事
象
に
就
い
て
一
締
結
的
呪
術
的
な
方
訟
に
よ

b
一
利
明
代
胸
参
し

共
の
啓
示
を
得
て
之
を
珠
測
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
一
一
砲
の
宗
数
的
基
礎
の
上
に
成
立
後
達
し
た
も
の
で
あ
る
と
と
は
守

は
れ
な
い
。
従
っ
て
易
の
名
稲
に
就
い
て
の
検
討
に
は
か
く
の
如
く
翠
に
共
の
字
義
の
上
に
の
み
徒
ら
な
憶
測
を
は
せ
る

よ
b
は
寧
ろ
進
ん
で
歴
史
的
後
生
的
或
は
言
語
率
的
の
考
察
を
加
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
忠
ム
。
か
か
る
意
味
に
於
け
る
研
究

の
第
一
歩
と
し
て
私
は
先
づ
易
字
の
小
準
的
意
義
を
迫
究
検
討
し
い
さ
¥
か
な
見
を
加
へ
ょ
う
と
忠
ム
。

先
づ
説
文
に
よ
る
に

易
断
易
艇
艇
守
宮
也
、
象
形
、
秘
書
設
日
月
魚
易
、
象
陰
陽
也
、

一
日
比
勿
一
五
云
易
之
部

段
注
に
よ
れ
ば

虫
部
断
下
回
、
断
易
也
、
鋲
下
回
、
在
壁
日
制
限
艇
、
在
州
日
断
易
、

務
魚
日
、
祭
似
断
賜
、
断
賜
娘
艇
、
厳
艇
守
宮
也
、
郭
一
去
特
相
解
、
博
異
語
、
別
問
名
也
、

と
あ
h
、
爾
雅
務
魚
の
疏
を
見
れ
ば

燦
飯
蛸
錫
蝶
挺
守
宮
一
物
、
形
成
相
類
稲
田
名
也
、

五;



五

と
ー
い
ひ
更
に
設
文
・
方
一
一
一
?
波
書
東
方
策
停
等
の
記
事
を
蕗
約
し
て

案
此
諾
文
期
是
在
草
津
中
者
、
名
燦
螺
噺
賜
、
在
併
卒
者
名
張
挺
守
宮
也
、

土
結
論
し
設
文
版
下
の
文
と
大
控
同
様
の
意
を
表
は
し
て
ゐ
る
が
な
は
寧
ろ
易
は
斬
易
で
あ
b
、
銃
口
扮
は
ト
カ
グ
・
ヤ
モ

リ
等
の
上
位
概
念
邸
ち
鼻
、
等
の
総
務
と
す
る
設
文
解
宇
部
首
訂
(
今
人
館
情
撰
)
の
設
が
明
快
で
あ
る
と
忠
ム
。
日
く

象
形
一
目
指
事
、
灼
案
蛾
易
一
一
物
、
混
在
感
一
在
舛
及
大
小
之
呉
、
許
於
妨
下
分
別
ニ
一
一
日
之
、
於
易
下
統
括
一
一
員
之
、
殆
以
互
文
見

義
、
欲
人
知
立
(
針
一
一
一
一
口
有
別
‘
市
教
一
一
一
一
日
銀
…
分
也
、
気
象
頭
輿
四
足
之
形
、
明
一
成
時
九
件

部
ち
指
針
は
新
日
到
の
象
形

日
弱
却
賜
之
本
字
、
鈴
鼎
文
作
。
却
、
乃
古
象
形
文
、
易
問
足
錦
張
、
氏
象
企
(
側
波
形
也
、
設
文
解
宇
一
主
主
(
松
山
仇
話
器
)

と
す
る
設
が
尖
砂
川
と
忠
ム
。
次
代
秘
書
の
設
は
分
明
で
あ
る
が
一
日
比
勿
云
々
は
少
々
的
一
一
一
一
口
を
必
要
と
す
る
。
邸
ち
乙
れ

は
正
し
く
は

A
日
勿
と
い
ふ
べ
き
で
説
文
句
読
(
法
王
鈎
撰
)
に

不
一
一
一
一
日
従
日
者
一
水
上
文
也
、
設
文
詰
林
に
上
る
。

と
い
ひ
共
の
省
文
あ
る
乙
と
を
説
明
し
て
ゐ
る
。

以
上
の
吟
味
に
よ

b
説
文
に
よ
る
易
字
の
後
生
的
或
は
構
成
約
説
明
は
三
極
の
設
が
あ
る
乙
と
に
な
る
。
印
ち
蛸
坊
の

象
形
と
す
る
も
の
、
日
月
の
合
意
と
す
る
も
の
、
及
び
日
勿
の
令
立
と
す
る
も
の
是
で
あ
る
。

向
日
が
が
州
防
の
象
形
で
あ
る
と
い
ふ
設
に
訴
し
て
は
易
、
が
何
故
に
特
に
餅
易
の
象
形
と
特
定
し
得
る
か
、
又
引
い
切
字
が
先
奏

時
代
の
文
献
に
は
附
け
が
の
立
義
に
沼
び
ら
れ
た
る
仰
な
く
却
っ
て
象
形
設
よ

p

り
す
れ
ば
波
生
的
意
義
或
は
一
歩
進
化
し
た

概
念
と
見
る
べ

3
越
け
が
難
易
之
易
の
義
代
用
び
ら
れ
る
問
自
如
何
等
幾
多
の
疑
問
、
が
総
出
し
て
来
る
。
日
月
を
易
と
な
す



と
い
ふ
設
は
段
注
に

抜
参
同
初
六
日
、
日
月
忽
弘
、
制
，
来
初
位
、
陸
氏
徳
明
引
虞
初
比
云
、
宇

A
日
下
刀
、

と
あ
b
m川
町
一
初
参
同
契
の
設
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る

J

参
同
契
尽
く

天
地
者
乾
坤
為
象
、
段
位
者
、
列
陰
陽
、
配
A
W
之
校
、
向
い
諮
問
攻
隊
、
攻
隊
者
乾
坤
二
府
、

次
戊
月
獄
、
離
己
者
日
光
、
日
月
潟
nm
、
問
柔
和
営
、

日
月
訟
の
源
は
乙
乙
に
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
市
し
て
参
同
契
の
設
は
同
学
者
多
く
孟
喜
の
卦
気
治
怠
の
設
よ

b
来
る
も
の

と
論
じ
て
ゐ
る
。
孟
存
は
赴
気
直
臼
の
闘
を
作
っ
て
卦
気
の
消
息
印
ち
陰
陽
治
長
の
運
を
説
明
し
た
。
日
月
設
の
遡
源
は

煩
し
け
れ
ば
乙
れ
で
止
め
る
が
此
の
訟
に
も
難
結
疑
問
な
き
」
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
川
い
例
制
向
次
総
ー
と
は
参
同
契
の
論
ず
る
庭

で
終
僻
停
等
に
よ
れ
ば
乾
坤
共
nm
之
総
邪
、
乾
坤
成
列
、

m
n
m
立
乎
笠
(
中
央
、
乾
坤
致
則
元
以
見
易
、
易
不
可
見
、
乾
坤

或
幾
乎
白
山
ム
矢
、
繋
mw
上
と
か
乾
坤
共
同
扮
之
内
m
初
、
乾
陽
物
也
、
沖
陰
物
也
、
陰
陽
八
位
徳
、
市
間
一
来
有
時
一
去
々
撃
酔
下
川
一
一
寸
と
あ
b

未
、
だ
嘗
て
次
離
を
以
て
日
却
を
言
ム
乙
と
、
が
な
い
。
蓋
し
乙
れ
は
孟
亙
向
日
切
で
次
離
一
位
一
底
究
を
四
正
卦
と
し
四
方
に
配
し
他
の
六

十
卦
の
首
班
に
立
て
て
ゐ
る
乙
と
か
ら
源
を
得
て
共
の
後
に
起
っ
た
設
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
か
く
易
の
説
明
代
後
世
思

想
乞
以
て
的
合
す
る
乙
と
は
芸
人
の
と
ら
ぎ
る
所
で
あ
る
。
俗
文
字
の
構
成
的
説
明
よ

8
見
る
も
日
月
を
num
と
な
せ
ば
同

じ
臼
月
の
合
成
な
る
明
は
何
故
に
向
山
知
と
魚
ら
ぎ
る
か
乙
れ
亦
疑
問
と
一
一
一
一
ロ
ム
ベ
主
で
あ
る
。
然
れ
ど
も
此
の
黙
に
就
い
て
は

向
学
者
、
が
未
だ
十
分
に
論
及
し
て
ゐ
な
い
。

5
一
と
勿
と
の
設
に
就
い
て
は
更
に
向
学
者
の
論
ず
る
所
が
詳
を
快
い
て
ゐ
る
。

又
一
一
訟
は
外
旗
勿
之
勿
、
皆
字
形
之
別
設
也
、

段
注
に
は
筒
翠
に

主.



五
四

と
あ
b
、
設
文
解
宇
部
首
訂
に
は

共
一
日
外
勿
者
、
叉
怨
簡
易
、
本
字
HA
勿
日
窓
会
壁
、
勿
州
一
豆
一
周
建
族
、
以
趣
一
民
-
者
一
皇
室
間
一
使
、

A
之
、
総
括

と
あ
れ
ど
分
明
で
な
い
。
恐
ら
く
は
設
文
勿
部
の
設
と
照
態
す
る
魚
に
行
は
れ
た
も
の
で
や
¥
無
理
な
解
穫
で
な
い
か
と

思

は

れ

る

。

希

同

平

に

す

簡

易

)

去

の

立

に

用

ふ

る

は

告

で

あ

る

と

い

妥

協

霧

器

羽

詰

設

当

も

あ

る
が
共
の
仮
借
と
な
す
思
想
的
経
路
、
が
不
徹
底
で
あ
る
。

以
上
は
易
字
に
関
す
る
三
設
に
就
い
て
再
考
を
妥
す
べ
き
黙
を
二
三
指
摘
し
た
の
で
あ
る
が
乙
れ
を
徹
底
的
に
解
決
す

る
に
は
的
多
く
の
時
日
を
要
し
交
に
引
い
て
は
設
交
問
中
の
態
度
と
も
決
別
せ
ね
ば
な
ら
ね
乙
と
¥
な
る
。
今
は
只
設
文
の

一
不
す
三
設
に
よ
っ
て
上
代
易
の
字
が
何
如
な
る
意
味
に
使
用
，
ぶ
れ
た
か
を
知
っ
て
潟
足
し
・
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

断
賜
象
形
設
の
主
張
を
聞
く
に

陸
佃
埠
雅
日
、
揚
一
一
戸
山
媛
、
周
易
之
名
、
支
取
乎
仏
札
、
李
時
珍
本
草
縞
目
白
、
銭
的
w
守
山
け
山
之
類
、
俗
名
十
二
時
最
、
嶺
南
異
物
志

一
一
一
一
向
、
共
首
従
十
二
時
務
色
、
蓋
物
之
養
滋
者
、
英
若
是
、
故
易
之
魚
雲
、
有
取
蕊
云
々
説
文
解
字
注
箆

後
世
羅
泌
核
保
等
支
に
之
を
数
ん
約
し
て
奇
設
を
出
し
て
ゐ
る
ο

要
す
る
に
易
を
媛
易
の
意
と
す
る
の
で
あ
る
。

日
月
設
は
卦
気
治
怠
の
設
に
基

3
天
に
懸
る
陰
惨
の
代
表
的
な
る
も
の
部
ち
日
月
を
以
て
共
の
市
長
特
使
化
を
象
徴
せ
し

め
る
も
の
で
あ
る
か
ら
乙
れ
亦
媛
易
の
意
に
取
る
も
の
と
解
す
る
と
と
が
出
来
る
。

日
休
日
勿
の
訟
は
不
徹
底
な
が
ら
前
述
の
如
く
難
易
之
川
い
が
或
は
簡
易
の
立
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

、
近
時
我
が
高
田
忠
府
先
生
は
易
を
誌
の
古
名
と
す
る
設
(
勝
一
路
)
を
と
な
へ
ら
る
¥
子
と
が
粂
坂
普
氏
の
易
摩
一
概
観
に
見

え
る
が
共
の
設
は
路
《
設
文
の
蛸
妨
象
形
設
に
総
似
し
て
ゐ
る
や
ラ
で
あ
る
か
ら
此
に
論
じ
な
い
。
叉
藤
村
輿
六
氏
著
1

易



の
新
研
究
」
に
よ
料
ば
更
に
易
字
に
閲
す
る
別
訟
を
掲
げ
て
ゐ
る
。
次
に
そ
の
一
部
を
引
文
す
れ
ば
『
最
近
に
葛
城
間
中
蒼
氏

は
新
設
を
有
っ
て
庇
b
、mm
に
易
字
孜
一
話
を
作
っ
た
。
氏
臼
く
「
易
(
形
一
一
向
ジ
)
、
古
イ
ト
コ
ロ
ニ
一
プ
ρ

、
今
治
ナ
ド
モ

ア
ツ
一
ア
必
ズ
シ
モ
妨
ノ
象
形
デ
ρ

ナ
ィ
。
コ
レ
七
月
ト
勿
ノ
二
字
ノ
令
文
デ
勿
刀
光
線
ダ
カ
一
フ
、
易
ρ

月
ノ
光
線
ヲ
意
味
ス

u
y

象
形
デ
ア
Y

一
式
々
(
中
時
ご
と
。
詳
し

3
は
易
字
孜
を
見
れ
ば
わ
か
る
が
、
氏
設
は
易
の
本
義
に
も
叶
っ
て
大
に
面
白
い
と

忠
ム
一
去
，

Z
訪
日
既
設
と
い
っ
て
お
い
宮
北
の
設
を
推
絡
し
て
ゐ
る
。
陰
間
腕
が
務
化
推
移
す
る
思
想
は
恐
ら
く
は
月
光
の
盈

虚
或
は
四
時
の
渡
化
等
よ

b
類
推
竣
達
し
だ
も
の
で
あ
ら
ラ
か
ら
乙
の
月
光
設
に
よ
る
も
結
局
経
易
と
い
ふ
概
念
に
到
達

す
る
こ
と
が
出
来
る
と
忠
ふ
。
以
上
日
刻
字
の
意
義
を
討
究
し
た
の
で
あ
る
、
が
結
局
遜
易
易
簡
の
二
義
に
践
者
す
る
と
い
ふ

乙
と
に
な
る
。
市
し
て
説
文
遇
制
定
整
易
J

部
の
翠
例
に
徴
す
れ
ば
少
数
の
特
例
は
将
く
拾
主
先
奏
渓
初
の
文
献
に
表
は
れ

た
日
記
子
の
用
例
も
や
は

b
特
使
易
易
簡
の
意
で
あ
っ
て
此
の
熟
読
文
愚
者
と
軌
を
一
に
す
る
乙
と
に
な
る
。

私
は
先
に
朱
子
の
易
設
に
鎌
ら
ず
新
生
認
を
見
出
手
ん
と
し
て
先
づ
設
文
に
よ
る
字
義
の
検
討
に
入
っ
た
の
で
あ
っ

た
Q

然
る
に
字
義
よ
'
り
す
れ
ば
再
び
易
緯
の
設
或
は
少
く
と
も
正
義
及
び
米
子
の
設
に
堂
々
廻

b
し
℃
来
た
の
で
あ
る
。

只
乙
¥
に
一
つ
口
女
子
に
就
い
て
特
異
の
説
明
を
な
し
て
ゐ
る
も
の
が
自
に
つ
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
章
焔
麟
撰
小
向
学

答
問
の
設
で
あ
っ
て
今
左
に
之
を
引
文
す
れ
ば

向
日
、
設
文
日
切
断
易
、
周
あ
之
設
所
取
一
去
何
、
鄭
君
賛
同
劫
日
、
易
之
怨
名
一
一
一
一
一
ロ
雨
函
三
誼
、
簡
易
一
也
、
特
使
易
二
也
、
不
易
三

也
、
此
似
依
議
鴬
説
、
非
共
本
設
、
答
日
、
U
都
新
待
野
、
設
文
碗
能
祷
議
事
神
明
者
、
在
男
魚
硯
在
女
魚
度
、
唐
均
一
品
目
胡
狭

切
、
胤
(
易
議
最
近
、
ト
鐙
本
掌
子
度
、
故
笈
字
H
A

古
文
一
必
、
笠
宮
一
が
一
一
見
度
成
湿
式
一
必
目
昼
間
扮
虚
比
度
一
例
一
座
参
亙
環
、
部
以
原
一

銭
笈
字
予
祭
義
北
日
者
数
一
一
入
建
陰
陽
天
地
之
情
以
ゑ
易
、
易
拘
議
南
語
、
鄭
君
目
、
日
現
官
名
、
周
穂
臼
、
大
ト
、
是
部
ト
笈
之
官

五
五



五
六

務
、
易
乃
部
磁
字
、
孫
駒
子
王
制
云
、
仮
不
一
段
撃
、
叉
以
般
車
ゑ
説
、
皆
整
相
似
云
ん
付
設
文
誌
一
杯
一
昨
引

と
い
ふ
の
で
あ
る
)
部
ち
易
を
以
て
磁
の
意
と
な
し
た
の
で
面
白
い
解
穫
だ
と
思
ム
の
で
あ
る
。
相
切
に
諒
す
る
設
文
の
解

務
は
路
話
楚
一
諸
氏
出
て
ゐ
る
淑
射
父
の
昭
王
に
針
へ
た
ニ
一
一
日
を
採
用
し
た
も
の
と
い
は
れ
る
。
占
筆
、
が
も
と
忍
の
挙
る
所
で

ふ
の
っ
た
と
い
ム
事
は
決
し
て
庇
突
の
設
切
で
な
く
笈
字
の
構
造
を
日
比
て
も
忠
宇
ば
に
過
ぎ
る
も
の
が
あ
る
。
呂
氏
春
秋
分

審
一
円
~
勿

mmお
に
厄
彰
作
脱
門
、
一
必
成
作
筆
、
と
い
ム
文
句
も
あ
る
。
叉
論
語
に
子
日
、
帝
人
有
一
一
一
口
、
日
、
人
間
無
担
、
不
可
以

作
広
一
盤
、
善
夫
、
都
的
仰
と
い
ふ
文
、
が
あ
る
コ
川
一
勿
の
恒
卦
九
三
の
え
詐
と
等
し
い
の
で
易
と
込
翌
日
の
関
係
を
考
へ
る
時
問
題
に

友
る
躍
で
あ
る
、
が
、
そ
れ
は
当
て
拾
主
乙
れ
そ
路
一
訟
の
子
円
、
市
人
有
一
一
一
一
口
、
日
、
人
γ

印
鑑
…
恒
、
不
可
以
免
ト
筆
、
十
日
之
法

一γ一
日
興
一
五
々
約
衣
鰐
と
い
人
文
と
比
較
す
る
と
、
前
者
に
一
必
務
と
な
っ
て
ゐ
る
所
、
が
後
者
で
は
ト
笈
と
な
っ
て
ゐ
る

J

と
れ

も
一
必
と
笈
と
が
密
接
友
関
係
に
ふ
仕
る
乙
と
を
応
示
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
向
更
に
進
ん
で
言
へ
ば
小
率
先
口
問
の
引
文
中

に
あ
る
如
く
局
総
泰
官
大
宗
伯
笈
入
の
九
笈
の
僚
に
は
第
五
に
厄
日
仰
と
い
ム
名
、
が
出
て
ゐ
る
。
筑
注
に
よ
る
と
が
一
は
泣
字

の
設
と
し
て
説
明
が
甚
だ
不
自
然
で
あ
る
、
が
孫
治
議
の
正
義
に
よ
れ
ば
一
必
易
は
虚
勢
の
誌
で
楚
辞
招
魂
に
兄
え
る
忍
践
で

あ
る
と
論
じ
て
ゐ
る
。
日
討
を
易
の
設
で
あ
る
と
術
単
に
断
ず
る
と
と
は
如
何
で
あ
ら
ラ
か
。
尤
も
正
義
の
設
は
独
断
で
は

な
く
宋
の
劉
倣
の
七
経
小
伴
等
に
も
岐
に
存
す
る
所
で
あ
る
と
い
ふ
が
私
は
寧
ろ
足
掛
と
易
と
の
密
接
攻
。
し
上
代
の
関

係
、
が
文
献
に
総
に
法
っ
た
立
重
な
資
料
で
な
い
υ

か
と
な
か
に
考
へ
て
ゐ
る
。
一
郎
一
な
る
も
の
が
紳
窓
の
滋
依
を
受
け
、
一
利
人

の
間
に
立
ち
入
の
帰
来
を
後
一
一
一
一
日
し
山
を
避
け
吉
を
受
け
る
方
法
乞
数
へ
る
や
ラ
な
枇
人
間
的
地
牧
に
あ
っ
た
事
は
決
し
て
考

へ
ら
れ
な
い
事
で
は
な
い
寸
市
し
て
か
¥
る
推
測
は
左
停
の
一
記
事
に
よ
っ
て
も
可
能
で
あ
る
と
忠
ム

Q

左
停
に
は
多
く
の

占
笈
記
事
、
が
出
て
ゐ
る
が
そ
れ
に
は
大
抵
史
が
関
係
し
て
ゐ
る
。
市
民
も
亦
一
応
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
て
は
的
る
も
の
で
上
代



-
は
雨
者
向
じ
ゃ
う
な
事
を
挙
。
て
わ
た
ら
し
い
。
周
雄
一
本
官
大
宗
伯
の
部
に
点
人
笈
人
男
一
必
女
一
必
大
史
小
史
等
、
が
'
類
似
の

官
織
と
し
て
一
向
の
も
と
に
翠
げ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
も
分
る
。

要
す
る
に
易
は
掛
な

b
と
い
ム
'
小
感
ル
ム
口
門
の
設
は
行
詰
っ
た
な
の
η

め
の
者
名
の
併
殺
に
一
道
の
光
明
を
山
内
へ
豊
富
な
怨

像
の
世
界
を
一
ぶ
ん
で
氾
〈
れ
る
。
小
問
中
俳
人
口
門
の
設
は
勿
論
巌
正
な
吟
味
を
加
へ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
将
来
か
¥
る
解
稗

の
方
面
に
研
究
の
歩
を
注
め
て
行
っ
た
な
ら
案
外
大

3
な
牧
穫
が
符
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
し
て
易
の
腰
史
的
起
源

を
よ

b
A日
深
的
に
説
明
し
符
べ
主
幾
多
の
材
料
、
ピ
後
掘
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
今
は
只
そ
の
報
ル
討
を
す
る
に
止
め
て

置
く
。

我
図
の
律
令
に
及
ぼ

B

し
に
る
支
那
文
化
の
影
響

日

次

(
椴
略
)

j
 

i
 

g
s
-

本

太

長E

序

論

第
一
章
研
究
方
法
に
就
い
て

第
二
章
律
令
の
意
義
と
日
支
雨
禄
令
の
関
係

第
一
一
一
章
参
考
資
料
に
就
い
て

本

論

ヘ
日
本
律
令
中
の
道
徳
に
及
ぼ
J

第

一

第

一

}

自
/
し
た
る
支
那
文
化
の
影
響
、

第

一

章

封

己

的

道

徳

第

二

章

家

族

的

遺

徳

第
三
章
一
粧
合
的
遺
徳

第

四

章

圏

家

的

道

徳

第

五

章

結

論

「
日
本
律
令
中
の
政
治
に
及
ぼ
J

第

二

篤

敦

子

一

)

戸

、

る

支

那

文

化

の

影

響

¥

第

一

章

行

政

組

織

第

二

章

戸

籍

五
七
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